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御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
三
四
号
で
す
。
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形形形形
市市市市
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オ
ー
プ
ン
三
周
年
を
迎
え
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、
多
く
の
お
客
様
に
お
越
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
若
干
の

肌
寒
さ
を
感
じ
る
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
概
ね

天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
五
月
五
日
（
日
）

の
こ
ど
も
の
日
に
は
快
晴
で
気
温
も
上
が
り
、

絶
好
の
行
楽
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

七
日
町
大
通
り
で
は
毎
年
恒
例
の
「
は
た
ら

く
車
大
集
合
」
が
行
わ
れ
、
多
く
の
お
子
様
と

そ
の
ご
家
族
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

御
殿
堰
で
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
人
力
車
の

無
料
乗
車
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
ど
も
の
日
に
合
わ
せ
て
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
、
多
く
の
お
子
様
に
喜
ん

で
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
多
く
の
方
に
御

殿
堰
に
足
を
運
ん
で
頂
け
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
水
の
町
屋
七
日
町
御
殿
堰
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
薬
師
ま
つ
り
植
木
市

◆
開
催
期
間

五
月
八
日
（
水
）
～
十
日
（
金
）

薬
師
ま
つ
り
は
薬
師
町
に
あ
る
国
分
寺
薬
師

堂
の
祭
礼
で
す
。

植
木
市
の
他
に
護
摩
祈
祷
や
大
般
若
転
読
会
、

花
ま
つ
り
な
ど
が
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

山
形
商
工
会
議
所

〇
二
三
ー
六
二
二
ー
四
六
六
六

※
開
催
期
間
中
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

交
通
機
関
に
ご
注
意
下
さ
い
。
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日日日日
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◆◆◆◆

■
湯
殿
山
神
社
例
大
祭

◆
開
催
日
時

五
月
十
八
日
（
土
）
十
時
～

例
年
通
り
五
月
十
八
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

十
四
時
か
ら
は
神
輿
渡
御
が
始
ま
り
ま
す
。
子

供
神
輿
と
稚
児
行
列
も
同
行
し
て
各
町
内
の
御

安
寧
を
祈
念
し
つ
つ
、
七
日
町
を
四
時
間
掛
け
て

御
渡
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

湯
殿
山
神
社

〇
二
三
ー
六
三
三
ー
一
八
一
〇

※
開
催
期
間
中
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。

交
通
機
関
に
ご
注
意
下
さ
い
。

■
懐
か
し
の
映
画
五
月
特
別
無
料
上
映
会

◆
開
催
日
時

五
月
十
九
日
（
日
）
十
時
三
十
分
～

◆
開
催
場
所

山
形
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

（
ア
ズ
七
日
町
六
階
）

三
月
の
大
好
評
を
受
け
、
五
月
も
開
催
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

上
映
さ
れ
る
の
は
、
【
三
大
怪
獣

地
球
最
大

の
決
戦
】
で
す
。

ま
た
、
合
わ
せ
て
人
形
劇
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
第
二
二
回
た
の
し
い
人
形
劇

◆
開
催
日
時

五
月
十
九
日
（
日
）
十
三
時
三
十
分
～

◆
開
催
場
所

山
形
市
中
央
公
民
館
大
会
議
室

（
ア
ズ
七
日
町
四
階
）

今
回
で
二
二
回
を
迎
え
、
ご
好
評
を
頂
い
て
い

る
恒
例
の
「
た
の
し
い
人
形
劇
」
で
す
。

●
お
問
合
せ
先

山
形
市
中
央
公
民
館

〇
二
三
ー
六
二
三
ー
二
一
五
〇
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
、
多
く
の
方
が
御

殿
堰
に
お
い
で
下
さ
り
、
楽
し
ん
で
行
か
れ
ま

し
た
。

そ
の
風
景
を
ご
覧
下
さ
い
。

■■■■
やややや
まままま
がががが
たたたた
舞舞舞舞
子子子子
とととと
写写写写
真真真真
をををを
撮撮撮撮
ろろろろ
うううう

四
月
二
八
日
（
日
）
や
ま
が
た
舞
子
が
二
人
、

御
殿
堰
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
が
記
念
撮
影
を
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。

■■■■
人人人人
力力力力
車車車車
乗乗乗乗
車車車車
体体体体
験験験験

四
月
二
八
日
～
五
月
五
日
の
毎
日
、
人
力
車

が
御
殿
堰
を
走
り
ま
し
た
。

山
形
市
内
で
は
乗
る
機
会
の
め
っ
た
に
な
い

人
力
車
に
乗
車
で
き
る
と
あ
っ
て
、
連
日
多
く

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
子
様
が
乗
車
さ
れ
て
い
る
様
子
を

撮
影
す
る
お
父
様
・
お
母
様
の
姿
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

■■■■
御御御御
殿殿殿殿
堰堰堰堰
紙紙紙紙
芝芝芝芝
居居居居
劇劇劇劇
場場場場

五
月
五
日
（
日
）
こ
ど
も
の
日
に
合
わ
せ
て
、

御
殿
堰
緑
地
に
て
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

「「「「
御御御御
殿殿殿殿
堰堰堰堰
紙紙紙紙
芝芝芝芝
居居居居
劇劇劇劇
場場場場
」」」」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
子
様
に
お
集
ま
り
頂
い
た

だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
方
々
に
も
大
変
喜

ん
で
頂
け
ま
し
た
。

■■■■
おおおお
よよよよ
げげげげ
鯉鯉鯉鯉
のののの
ぼぼぼぼ
りりりり

四
月
一
六
日
よ
り
、
御
殿
堰
緑
地
を
大
鯉

の
ぼ
り
が
泳
ぎ
ま
し
た
。

最
近
は
住
宅
地
で
も
目
に
す
る
機
会
が

め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
鯉
の
ぼ

り
。
沢
山
の
方
が
観
に
来
て
下
さ
り
、
見
上
げ

た
り
記
念
撮
影
を
し
た
り
と
、
思
い
思
い
に

楽
し
ん
で
行
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
G
W
期
間
中
五
日
間
に

渡
っ
て
行
わ
れ
た
お
茶
の
振
る
舞
い
や
、
御

殿
堰
各
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
、
七
日
町
の
イ
ベ

ン
ト
等
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
本
当
に
多
く
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
の
を

次
号
の
発
行
は
六
月
七
日
で
す
。

来
月
も
皆
様
と
紙
面
で
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。


